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性白血病における17:19転座のスクリーニング . 第50回日本小児血液学会 , 幕張 , 2008-11-14.
 131) 康勝好 , 小原明 , 磯山恵一 , 梶原道子 , 小池和俊 , 金沢崇 , 嶋田博之 , 田中竜平 , 熊谷昌明 , 木下明

俊 , 杉田完爾 , 杉田憲一 , 真部淳 , 林泰秀 , 前田美穂 , 花田良二 , 土田昌宏 : ALL標準危険群に対す

るTCCSG治療戦略の変遷：TCCSG・ALL L89－12, 92－13, 95－14, 99－15研究 . 第50回日

本小児血液学会・第24回小児がん学会 , 幕張 , 2008-11-16.
 132) 太田節雄 , 外山大輔 , 福島啓太郎 , 望月慎史 , 田村一志 , 山本将平 , 齋藤正博 , 小野敏明 , 工藤寿子 , 

海老原康博 , 滝田順子 , 加藤宏美 , 佐藤武幸 , 土田昌宏 : 白血病における予防接種：TCCSGにおけ

る現況 . 第50回日本小児血液学会 , 幕張 , 2008-11-16.
 133) 前田美穂, 土田昌宏, 青木由貴, 有瀧健太郎, 石井栄三郎, 石田也寸志, 加藤陽子, 菊地陽, 後藤晶子, 

斉藤正博, 杉田憲一, 徳山美香, 中舘尚也, 別所文雄, 細谷亮太, 福永慶隆, 東京小児がん研究グルー

プ : 小児白血病患児への病名告知に関する検討－この数年の変化－ . 第50回日本小児血液学会・

第24回小児がん学会 , 幕張 , 2008-11-16.
 134) 小原明 , 真部淳 , 牧本敦 , 康勝好 , 小川千登世 , 磯山恵一 , 杉田憲一 , 杉田完爾 , 野口靖 , 太田節雄 , 

前田美穂 , 矢部普正 , 金子隆 , 熊谷昌明 , 梶原道子 , 高橋浩之 , 菊地陽 , 嶋田博之 , 外松学 , 福島敬 , 
斎藤正博 , 林泰秀 , 花田良二 , 土田昌宏 : 小児ALLに対する化学療法早期の有効性と安全性の検討：

TCCSG　ALL　L04研究　東京小児がん研究グループ . 第70回日本血液学会 , 京都 , 2008-11-10.
 135) 吉原重美 : 乳幼児喘息の診断と治療のポイント (特別講演 ). 沖縄県小児科医会学術講演会 , 那覇 , 

2008-11-21.
 136) 吉原重美 : 乳幼児喘息の早期介入 . 教育セミナー 13. 第58回日本アレルギー学会秋季学術大会 , 東

京 , 2008-11-29.
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 137) 福田啓伸 , 吉原重美 , 阿部利夫 , 有阪治 : 抗原誘発気道血漿漏出反応に対するカンナビノイド合成

アゴニストの抑制機序の検討 . 第58回日本アレルギー学会秋季学術大会 , 東京 , 2008-11-29.
 138) 山田裕美 , 吉原重美 , 有阪治 : 痰中Creola BodyはRSV細気管支炎においても存在する . 第58回日

本アレルギー学会秋季学術大会 , 東京 , 2008-11-29.
 139) 志村直人 , 市川剛 , 神原亜紀子 , 平尾準一 , 有阪治 : 現代でも脚気は起こるー糖尿病を疑われたビ

タミンB1欠乏症の男児例—. 第21回栃木こどもの成長を考えるフォーラム , 宇都宮 , 2008-11.
 140) 今高城治 , 塚田佳子 , 久松聖人 , 山内秀雄 , 有阪治 : 若年性脳梗塞女児例における神経放射線画像

解析 . 第6回塩原セミナー , 塩原 , 2008-11.
 141) 渡部功之 , 久松聖人 , 塚田佳子 , 栗林良多 , 坪井弥生 , 今高城治 , 新田晃久 , 山内秀雄 , 鈴村宏 , 有阪

治 : 無呼吸を伴う新生児痙攣の1例 . 第6回塩原セミナー , 塩原 , 2008-11.
 142) 小山さとみ : ザクロ抽出物による前立腺癌細胞でのアポトーシスの誘導と IGF-IGFBP axisとの

関連 . ノボノルディスク社社内研修 , 宇都宮 , 2008-12-1.
 143) 吉原重美 : ウイルス感染の小児喘息に及ぼす影響について (特別講演 ). 第1回大阪臨床小児科セミ

ナー , 大阪 , 2008-12-4.
 144) 宮本健志 , 市川剛 , 坪井龍生 , 志村直人 , 鈴村宏 , 有阪治 : 子宮内発育不全児における大動脈内膜中

膜複合体厚と IGF-I濃度およびLDL粒子径との関係 . 第22回日本小児脂質研究会 , 東京 , 2008-
12-6.

 145) 吉原重美 : β2刺激薬 (吸入 ,内服 ,貼付 )による違い .　シンポジウム5；小児喘息治療における経口

β2刺激薬の位置づけ . 第45回日本小児アレルギー学会 , 横浜 , 2008-12-13.
 146) 吉原重美 , 佐藤優子 , 有阪治 : サルメテロール /フルチカゾン配合剤で著明に改善した小児気管支

喘息の1例 . 第45回日本小児アレルギー学会 , 横浜 , 2008-12-13.
 147) 山田裕美 , 吉原重美 , 有阪治 : RSV細気管支炎における痰中Creola Bodyの臨床的意義の検討 . 第

45回日本小児アレルギー学会 , 横浜 , 2008-12-13.
 148) 菅野訓子 , 吉原重美 , 福田啓伸 , 阿部利夫 , 有阪治 , 山田裕美 , 土屋喬義 , 西田光宏 , 浅井秀実 , 飯村

昭子 , 安藤保 , 小野三佳 , 福田典正 : 夜間睡眠障害を喘息コントロールの指標としたブデソニド吸

入懸濁剤の有用性 . 第45回日本小児アレルギー学会 , 横浜 , 2008-12-13.
 149) 山田裕美 , 吉原重美 : 獨協医科大学の場合 , シンポジウム9；乳幼児における喘息管理は改善した

か？ . 第45回日本小児アレルギー学会 , 横浜 , 2008-12-14.
 150) 西田光宏 , 山崎弦 , 吉原重美 , 有阪治 : 運動誘発試験で肺機能低下を認めたコリン性蕁麻疹の1例 . 

第45回日本小児アレルギー学会 , 横浜 , 2008-12-14.
 151) 福田啓伸 , 吉原重美 , 有阪治 : バリア傷害皮膚におけるツロブテロール経皮吸収製剤の皮膚移行性

について . 第45回日本小児アレルギー学会 , 横浜 , 2008-12-14.

【公開講座】

 1) 有阪治 : 小児の体の特徴と栄養 .子育て支援 . 島根県立短期大学子育て支援養成講座 , 出雲 , 2008-
9-15.

 2) 吉原重美 : 小児疾患とスポーツ医学 . 平成19年度ポカリスエット・ジュニアースポーツセミナー

スポーツ医科学研修会 , 宇都宮 , 2008-2-3.
 3) 吉原重美 : 小児のアレルギー性鼻炎治療について . アレグラ適応追加1周年記念講演会 , 宇都宮 , 

2008-2-14.
 4) 吉原重美 : 小児アレルギー疾患の症状と治療 . 栃木健康福祉センター・小児アレルギー教室 , 栃木 , 

2008-3-1.
 5) 吉原重美 : 小児気管支ぜん息の基礎知識について . 平成20年度公害健康被害予防事業研修：初任

者研修（小児）, 東京 , 2008-6-3.
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 6) 吉原重美 : 小児の食物アレルギーについて . とちぎコープ生活協同組合学習会 , 宇都宮 , 2008-6-5.
 7) 吉原重美 : 場面寡黙症について . 獨協大学地域と子どもリーガルサービスセンター小児疾患専門

相談会 , 草加 , 2008-7-10.
 8) 吉原重美 : 学校における食物アレルギー対応の留意点について . 平成20年度給食主任・栄養教諭

等研修会 , 栃木 , 2008-7-24.
 9) 吉原重美 : 乳幼児の病気についての基礎知識 . 平成20年度鹿沼地区幼稚園地区研究会 , 鹿沼 , 

2008-9-16.
 10) 吉原重美 : 総括；喘息治療におけるロイコトリエン拮抗薬の優先度を考える . 栃木県小児科医会 , 

佐野 , 2008-10-23.
 11) 吉原重美 : 小児の病気に関する相談会 . 獨協大学地域と子どもリーガルサービスセンター , 草加 , 

2008-11-15.
 12) 吉原重美 : 日常診療における小児喘息の考え方 . 第24回ピノキオ薬局薬剤師サンデー勉強会 ,特別

講演 , 下野 , 2008-11-16.
 13) 吉原重美 : 食物アレルギーの現状と対策 . 「この指とまれプロジェクト」うつのみや産学官連携推

進ネットワーク , 宇都宮 , 2008-11-26.
 14) 吉原重美 : 小児アレルギー疾患のより良い治療のために . 栃木健康福祉センター・小児アレルギー

教室 , 栃木 , 2008-12-2.
 15) 吉原重美 : 小児気管支喘息の治療戦略～吸入ステロイド薬を中心に～ . Medical Tribune アレル

ギーセミナー , テーマ；日常診療におけるアレルギー疾患治療のコツ , 札幌 , 2008-12-6.
 16) 志村直人、小嶋恵美、有阪　治 : 小児生活習慣病予防教室1. 小児生活習慣病予防教室1, 藤岡 , 

2008-2.
 17) 志村直人、小嶋恵美、有阪　治 : 小児生活習慣病予防教室2. 小児生活習慣病予防教室2, 藤岡 , 

2008-2.
 18) 志村直人 : 成長曲線から診たこどもの健康 . ノボノルディスク社社内研修 , 宇都宮 , 2008-3.
 19) 志村直人 : 子どもの身長・体重の変化は語る〜病気の早期発見のために〜 . 第5回子ども健康講座 , 

宇都宮 , 2008-6.
 20) 志村直人 , 有阪　治 : HbA1cと糖尿病スクリーニングについて . 大田原市保健課小児糖尿病予防検

討会 , 大田原 , 2008-10.
 21) 志村直人 : 小児糖尿病について　〜学校生活での注意点〜 . 小児慢性特定疾患長期療養児支援事

業学校保健研修会 , 2008-11.
 22) 新田晃久 : 新生児けいれんの診断と治療 . 第45回栃木県周産期医療研修会 , 壬生 , 2008-6.
 23) 新田晃久 : 乳幼児の特徴と成長発達について . 栃木県県南健康福祉センター講話会 , 小山 , 2008-8.

【新聞記事・書評等】

 1) 吉原重美 : ウイルス感染と乳幼児喘息 . 岡山県小児科医会会報 , 第29号 :11-21, 2008.
 2) 吉原重美 : 乳幼児喘息治療を考える！ . 北足立郡医師会会報 , 236号 :27-28, 2008.
 3) 吉原重美 : 小児喘息とその関連する遷延性咳嗽の治療 . 横須賀市医師会報 , 283号 :22-24, 2008.
 4) 吉原重美 , 井上壽茂 : 「乳幼児における喘息管理は改善したか？」. シンポジウム9座長の言葉 . 日

本小児アレルギー学会誌 , vol22(4）:615, 2008.
 5) 吉原重美 : 小児の病態を踏まえた喘息治療のコツ -乳児喘息を中心に -足立 , 森川 , 大久保編集 . 内

科・小児科・耳鼻咽喉科からみたOne Airway One Disease, 53-58, 2008.
 6) 吉原重美 : RSウイルス気道感染と反復性喘鳴 . 第55回日本ウイルス学会学術集会記録集 , 1-7, 

2008.
 7) 吉原重美 , 山田裕美 : 県内小中学校・食物アレルギー . 下野新聞 , 下野新聞社 , 第43779号 , 2008-
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7-22.
 8) 吉原重美: 食物アレルギー県内の実情；現場迫られる意識改革. 下野新聞, 下野新聞社, 第43779号, 

2008-7-22.

【テレビ・ラジオ等】

 1) 吉原重美 : 隠れ中等症に対する最適な治療戦略 . アストラゼネカTVシンポジウム , アストラゼネ

カ製薬 , 東京 , 2008-2-7.
 2) 吉原重美 : 隠れ中等症に対する最適な治療戦略 . アストラゼネカTVシンポジウム , アストラゼネ

カ製薬 , 宇都宮 , 2008-2-13.
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